
健康・医療・福祉部会（第２・３回）審議内容等の概要 
重点テーマ：「多様な生き方が受け入れられる社会」、「支援が必要な人を支える地域のネットワーク」 

   
 

学齢期前（就学前） 学齢期（就学） 成人期（就労） 高齢期 全般にかかる意見 

障害児 

障害者 

発言内容 

 
 

 
①小学校等で障害者等と接す

る機会をより充実させては

どうか。障害のある子とな

い子が、日常的に接するこ

とでお互いのことを理解で

きる。 

①障害者等に年に何回か接す

るだけだと「特別」な体験

に感じる。「多様」という言

葉はまだ差を感じているか

ら出てくる言葉。日常的に

接する環境を「ふつう」と

感じるようになると良い。 

①障害のある人とない人が自

然に交流できる場があると

良い。（追加意見） 

 
①障害者の就労について、障

害の程度が軽度か重度かの

別まで踏み込んで考える必

要がある。重度の障害者は、

事業者に重度の障害者の雇

用枠がないと雇用されな

い。多様な就労形態が必要

である。 

②“見守り”という考え方は、

外から見て「元気かどうか」

という視点に立つものだ

が、「元気かどうか」を、暮

らしている“本人が発信”

して、周りがそれを受け取

るという考え方も必要だと

思う。 

 
 

 
①障害福祉サービスは、障害者手帳がなくても使えるもの

もあるので、障害者手帳の所持の有無にかかわらず、障

害福祉の対象者を考えていく必要がある。 

②ふれあい運動会を、継続的に実施して根付かせていくと

ともに、様々な地域で実施していく必要がある。 

③ICTの活用により、音声や動画の共有や提供、情報の多

言語化が可能になり、障害者や外国人の情報共有に役立

つと思う。 

③10 年後 ICT の発展によるメリットを享受する人もいる

一方で、高齢者や知的障害者など、同様には情報を受け

取れない人への配慮が必要である。 

④第 5世代移動通信システムにより、ネットワークや動画

サービスの発展が想定される。これを活かして、区民が

障害者等と接する機会を増やすと良い。 

⑤新しいまちづくりや学校統合などのインフラ整備にあた

り、福祉のことも踏まえて検討を進めていくと良い。 

答申 

イメージ 

  
①区民は、子どもの頃からさ

まざまな機会を通じて、障

害者等に接し、相互理解が

深まっている。 

 
①障害者等は、障害の種別や

重さなど、個々の特性に合

ったかたちで就労し、自分

の能力を発揮している。 

②身近な地域の中での見守

り・支えあい活動によって、

支援が必要な人は、適切な

相談・支援を受けている。

また、見守られる側も、自

らの状況について発信し、

地域に受けとめられてい

る。 

  
①障害の有無にかかわらず、支援が必要な人は、適切な相

談・支援を受けている。 

②区民が、障害者等と交流する機会が区内全域で根付いて

いる。 

③区民は、言語や障害による壁がなく、ICTを活用して情

報を入手している。また、多様な媒体により必要な情報

を入手することも保障されている。 

④ICTを活用して、障害の有無にかかわらず、区民が相互

に交流する機会が増えている。 

⑤すべての区民が利用しやすいまちづくりが行われてい

る。 

高齢者 

発言内容 

  
 
 

 
①「地域のネットワーク」の成功事例の特長とうまくいった

要因を分析し、それを永続的にするための方策を、システ

ム論的に考える必要があると思う。 

②民生児童委員として、誰でも来てもいいサロンを増やす

等、高齢者と子どもの居場所づくりを地道にやっている。 

③認知症の方は、自分が認知症だと思っていない方が多い。

その家族は事実を周囲に話したくないという場合が多い。

認知症をオープンに気軽に話せる中野区になると良い。 

④働くことは社会貢献や健康につながるので高齢者の就労

が進むと良い。また、地域活動に参加しやすい環境づくり

が必要だと思う。（タウンミーティング） 

 
①地域包括ケアシステムの考え方は、高齢者介護だけでは

なく、子どもや障害者等、すべての人を対象としている。

すべての人を対象としたうえでどう稼働するのか。区の

オリジナリティを出す必要がある。 

②高齢者と子どもを一緒にすると、高齢者から「子どもが

うるさい」と苦情が出ることもある。異なる性質を持つ

ものを一緒にするときは慎重に進める必要がある。 

答申 

イメージ 

  
  

①地域ネットワークの成功事例が他の地域に共有され、区全

体としてネットワークの質が高まっている。 

②地域には、誰でも気軽に集まることができる場所があり、

地域住民により運営されている。 

③区民が、認知症について深く理解し、自分や家族の認知症

について、周囲に気軽に話しやすくなっている。 

④高齢者が、仕事や地域活動を通して社会に貢献し、生きが

いをもって暮らしている。（タウンミーティング） 

 
①すべての区民は、地域の中で、あるときは支える側、あ

るときは支えられる側として暮らせるような、垣根のな

い地域社会が築かれている。 

②区民は、子どもの頃からさまざまな機会を通じて、障害

者等に接し、相互理解が深まっている。 

資料１ 



その他 

（生活困窮者・ 

疾病療養者等） 

発言内容 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
①今の時代はリスク管理が念頭におかれることが多いの

で、ご近所同士でも声をかけ合えないことがあるが、少々

のことはお互いさまと言い合える、寛容な雰囲気のある

中野区になっていくと多様な生き方が受け入れられると

思う。 

②区の職員が地域団体と連携して要支援者を発見するなど

のアウトリーチ活動では、地域とつながりがなくて把握

されにくい要支援者もいる。そういった方を、福祉サー

ビスや専門機関とどう結び付けるかが課題だと思う。 

③老々介護、障害者の介護、貧困の発生、病気と就労等、

複合的な問題も発生し複雑化する福祉行政をワンストッ

プ化するとともに、ひとつひとつの案件に複数の職員で

対応する体制を作ると良い。 

③来庁者は座ったまま動かず、職員が動くようなワンスト

ップ窓口を作ってはどうか。誰もがアクセスしやすい庁

舎で、ある程度の知識をもった職員が総合相談として最

初に対応し、具体的な支援は制度横断的ケアマネジャー

が対応する等、物理的な配置と人材を用意する必要があ

るが、利用者の利便性は高いと思う。 

③それぞれの人に個々の問題があるので、オートクチュー

ルの対応が必要だと思う。 

④ファミリー・サポート事業のような有用な仕組みを、区

からもっと広報すると良い。 

答申 

イメージ 

  
 

 
 

  
①地域の中で、区民同士が互いに理解し、受け入れあい、

困ったときに支えあえる良好な関係を築いている。 

②区の職員が自ら地域に出て把握した、支援を必要として

いる人が、地域のネットワークの中で、適切な相談・支

援を受けている。 

③区は、区民の抱える複合的な課題に対する説明、情報提

供及び手続きなどのサービスを柔軟に、ワンストップで

提供している。 

④区は、区民のニーズに対応した多様な媒体で情報を発信

している。 

 

  



重点テーマ：「生涯を通じて健康に過ごせる環境」 

   
 

学齢期前（就学前） 学齢期（就学） 成人期（就労） 高齢期 全般にかかる意見 

健康づくり 

発言内容 

 
 

 
①学校の体育だけが身体を動かす

機会という子どももいるので、運

動の重要性を子どもに理解して

もらい、運動習慣を身につけても

らう取り組みが必要だと思う。 

②子どもが楽しく遊べる場所を整

備し、体育館の運動プログラムの

定員を増やしてほしい。 

 

 
①一般的なウオーキングイベントは

高齢者の参加者が多いが、オシャレ

な感じにすると若い人が来るよう

だ。30分以上、歩いたり走れたりす

る場所やコースを中野区が作ると

良い。コースに初級・中級・上級の

設定や距離やカロリーの表示があ

ると良い。 

①運動習慣を若い人たちや子どもに

根付かせるためのイベントがある

と良い。 

②心の病になったあとの支援も必要

だが、事前に心の病の原因となるス

トレス等への対処の仕方を知って

おくことで、心の健康を維持するこ

とができると思う。 

 
 

 

 
①中野区の企業や大学、区民が一体となってイベントを実施

すると盛り上がると思う。 

②区民がウオーキングイベントに参加したくなるように、歩

数に応じた景品を用意すると良い。 

②運動が特別なものではなくて生活に近いものになってい

くことが必要だと思う。 

②区が転倒予防や糖尿病対策の運動を紹介するアプリや動

画サイトを作って運動を促すと良い。 

②健康でいることにインセンティブを与えることで、健康意

識が向上すると思う。（追加意見） 

③昼間、地域の人にウオーキングコースの案内役を有償で担

ってもらうことで安全性が高まると思う。 

④ウオーキングコースの路面整備や街灯、点字ブロック、防

犯カメラ、ベンチの設置、日陰の用意、コースの英語表記

など安全性を高めることが必要だと思う。 

④ＡＥＤが街中のどこにあるか周知し、学校や役所の建物内

のＡＥＤを外に出して区民が使えるようにすると運動の

安全性が向上すると思う。 

⑤ヘルシーランチの店を増やす取り組みをしてほしい。いつ

までも楽しくおいしく食事ができることが健康につなが

ると思う。（区民ワークショップ、タウンミーティング） 

答申 

イメージ 

  
①子どもたちが、運動の大切さを理

解し、日常的に身体を動かす習慣

が身についている。 

②子どもが楽しく遊べる環境や機

会が充実している。 

 
①区民が日常的に運動したくなる環

境が、様々な主体により提供されて

いる。 

②区民は、心の健康づくりに取り組む

とともに、心の病に対する理解を深

め、適切な治療や支援をすみやかに

受けている。 

  
①企業や大学、区民が一体となって、まちに活気を与えてい

る。 

②区民が日常的に運動したくなる環境が、様々な主体により

提供されている。 

③様々な形態のボランティア活動により、区民の運動習慣が

支えられている。 

④すべての区民が日常生活の中で安全に運動できるような

環境が整備されている。 

⑤区民は、健全な食生活を通して健康を維持・増進させてい

る。（区民ワークショップ、タウンミーティング） 

医療 

発言内容 

 
①就学前の健康や障害に

ついて、正しい知識を

早く親に伝えた方が良

い。子どもにとってよ

り良い選択をできるよ

うな支援が必要だと思

う。 

①発達障害は早期発見と

家族の理解が重要であ

る。 

 
 

 
①心の病によって働きたくても働け

ない区民がいると思う。休んだり、

働いたりを認めてくれる場所があ

れば良い。働きづらさを抱えた人を

受け入れる場が必要である。 

②健康診断の受診率を向上させて、病

気の早期発見、早期治療につなげる

必要がある。（タウンミーティング） 

 
①在宅医療の需要が高まるはずで、10

年後に医師が足りなくなっていく

流れがある。中野に医師が集まるよ

うな魅力を作る必要がある。 

②生活習慣病由来で要介護の状態に

なっていると考えられる人がいる。

生活習慣病と高齢介護の施策が分

断しないようにしていく必要があ

る。 

 
①区民がスマホで健診データや歩数や血圧、食生活や運動習

慣を登録すると、区がシステムで健康状態を予測し、不調

を予防するための案内を行うと良い。この取り組みによっ

て中野区にいるだけで健康になる環境づくりができると

思う。 

②健康づくりや疾病予防の観点からも、かかりつけ医を持つ

ことが大切であるため、区民に意識啓発する必要がある。

（追加意見） 

③診療所は、介護サービスが必要な人は地域包括支援センタ

ーに連絡して介護サービスにつなぎ、病院での診察が必要

な場合は専門の医療機関につなぐ役割を担っている。（追

加意見） 

答申 

イメージ 

 
①区民は、子どもの健康

や障害についての正し

い知識をもっている。

子どもはそれぞれの特

性に合った支援を受け

ている。 

 
 

 
①働きづらさを感じている区民が、そ

の人らしい形で就労できている。 

②区民は、病気を早期に発見し、治療

しており、健康に生活している。（タ

ウンミーティング） 

 
①区民は、医師や医療機関が充足した

環境で、希望する医療サービスを受

けられている。 

②区民は、ライフステージに応じて、

区の支援を受けながら、生活習慣病

の予防や重症化の予防に取り組ん

でいる。 

 
①区民がＩＣＴを利用して、自らの健康のリスクを知ること

ができ、生活習慣病等の予防に取り組むことができてい

る。 

②区民は、かかりつけ医を持ち、身近な地域で気軽に受診相

談ができており、個々に適した健康づくりや疾病予防に取

り組んでいる。（追加意見） 

③医療機関相互の連携が強化され、適時適切な医療が受けら

れる体制が整っている。（追加意見） 
  



重点テーマ：「支援を必要な人を支える社会参画」 

   
 

学齢期前（就学前） 学齢期（就学） 成人期（就労） 高齢期 全般にかかる意見 

社会参画 

発言内容 

 
 

 
①ボランティアに意欲的でも、中野

区からの情報を受け取れていな

い若年世代や外国人などがいる

ようだ。発信する側も多様な受け

手に対して情報を届ける工夫が

必要だと思う。例えば、フェイス

ブックやツイッター等、ＳＮＳの

積極的な活用も考えられる。 

①学生たちが区役所からの情報を

受け取れていない。駅前や区役所

待合スペースなど、人が滞留する

場所に大きいテレビを置いて、情

報を流し続けることで不特定多

数の人に情報を発信すると良い。 

②中野の芸能人を「福祉大使」など

に任命して定期的にイベントを

企画することによって、若者のボ

ランティアへの興味を刺激して

行動につなげてもらう方法を工

夫すると良い。（追加意見） 

 
①20～30 代の区民は、地域に貢献で

きるような活動をしたいと思って

いても、町会・自治会に入りづらい

雰囲気を感じているようだ。例え

ば、民生児童委員のなり手として声

をかけてみると良い。 

①高齢者だけではなく、若い世代が働

きながらでも民生児童委員などの

地域活動に気軽に参加でき、一緒に

地域を支えられるようになると良

い。（追加意見） 

 
①有償ボランティアを推奨すると良

い。サービスを広く薄く担う点、誰

でもできる気軽さ、社会に役立つ場

を作り出す等、社会に有効なツー

ル、高齢者などの生き甲斐作りや仲

間作りの場にもなっていくと思う。 

②区民のニーズに合わせて、高齢者会

館等を土日も利用しやすく運営し、

自主的なサークル活動を促進する

と良い。（追加意見） 

③区報は、高齢者を中心に読んでいる

人が多いので、もっと活用できると

思う。また、民生児童委員やシルバ

ー人材センターの会員等、地域で活

動している人に、口コミで情報を広

めてもらう等、情報発信の手法を工

夫すると良い。（追加意見） 

 
 

 

答申 

イメージ 

  
①区は、区民の特性やニーズに応じ

て、多様な媒体により情報を発信

している。 

②地域の多様な人材の活動をきっ

かけに、社会貢献活動に参加する

人の裾野が広がっている。（追加

意見） 

 
①幅広い年代の区民が、それぞれの関

心に応じて、積極的に地域活動を行

っている。 

 
①区民は、様々な形態のボランティア

活動によって地域に貢献している。 

②高齢者は、身近な場所で気軽に地域

の様々な活動に参加している。（追

加意見） 

③区は、区民の特性やニーズに応じ

て、多様な媒体により情報を発信し

ている。（追加意見） 

 
 

 
 


